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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

「知財」から企業の未来を手に入れる！.docx 

ドキュメント 

要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

このドキュメントは、2024 年 10 月 24 日にライブ配信された「第 213 回知財実務オン

ライン」の内容をまとめたもので、主なテーマは「特許情報分析を活用した新規事業

の先読み」です。以下は要点のまとめです： 

主要ゲスト 

• 楠浦 崇央（TechnoProducer 代表取締役 CEO、発明塾塾長） 

• 畑田 康司（TechnoProducer シニアリサーチャー） 

主題 

• 特許情報分析を通じて企業の未来を描き、特に新規事業の「先読み」の重要

性について解説。 

背景と目的 

1. 特許情報と IR 情報の組み合わせの利点 

o 特許情報は企業の現場から出てくる一次情報であり、技術や発明者に

関する詳細が記載されている。 

o IR 情報は企業の財務状況や戦略方針を示すが、技術の詳細に触れる

ことは少ない。 

o 両者を組み合わせて分析することで、企業の技術的方向性や投資の

有望性をより深く理解できる。 

2. 具体的な事例 
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o 小松製作所（Komatsu）：IoT の先駆的導入による建設機械の管理。 

o テルモ（Terumo）：血液システム事業を中心とした長期的投資戦略。 

3. 新規事業への示唆 

o 発明者の情報や技術分類を基に、新たな事業分野の可能性を評価す

る重要性。 

o 特許情報を読み解くスキルが競争優位性をもたらすことを強調。 

楠浦氏の視点 

• 投資家や企業経営者に対し、特許情報分析を通じて「先行投資」の正当性を

証明し、長期的な利益を得るためのアプローチを提案。 

• 特許情報が、時に IR 情報以上の洞察を提供することがあると指摘。 

提案 

• 特許情報分析の活用 

o 特許分類（IPC や F タームなど）の新規性や発明者の動向を評価。 

o 分析結果を新規事業や投資判断に活用する。 

• 継続的な研究開発投資の重要性 

o テルモの事例では、リーマンショック後も研究開発を継続し、事業成長

を実現。 

このドキュメントは、特許情報分析を中心に新規事業開発や投資の成功要因を探る

もので、詳細な事例や分析方法が含まれています。さらに具体的な箇所について要

約が必要であれば教えてください。 

1/2 

4o 

あなた: 

特許情報と IR 情報の組み合わせの利点、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

特許情報と IR 情報を組み合わせて活用することで得られる利点について、詳細に説

明します。 
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1. 特許情報と IR 情報の特徴 

特許情報の特徴 

• 技術情報の詳細： 特許情報には、発明の技術内容、適用分野、課題解決の

手段が明確に記載されており、新技術や製品の方向性を示します。 

• 発明者や組織の情報： 特許には、発明者名や所属組織が記載されており、

開発に関与する研究者やチームのスキルやフォーカスが把握できます。 

• 権利の状況： 特許の出願・登録状況から、その企業の競争優位性や戦略的

な権利確保の意図が見えてきます。 

• 公表までのタイムラグ： 特許情報は出願から 1.5 年後に公開されるため、情

報の一部はタイムラグがありますが、逆にこの段階で未来の取り組みを推測

できる強力なツールです。 

IR 情報の特徴 

• 経営戦略の指針： IR 情報では、企業の中期経営計画や長期目標（売上、利

益、投資計画）といった大局的な戦略が示されます。 

• 財務の健全性： 売上高、利益率、投資額など、財務状況を数値化したデータ

が豊富で、事業の現状と安定性を測るのに有効です。 

• 投資家向けの内容： 主に株主や投資家への説明を目的としており、事業の

成果や収益性に焦点が当たっています。 

 

2. 組み合わせることの利点 

(1) 技術と経営の一体的な理解 

• 特許情報が提供する技術的な進展と、IR 情報が示す事業戦略や投資計画を

合わせて分析することで、企業が向かう方向性をより深く理解できます。 

o 例：ある分野で特許出願が増加している場合、それが IR 情報における

重点投資領域と一致すれば、企業がその分野に注力していると判断で

きます。 

(2) 将来の事業の見通し 
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• 特許情報は、企業の将来的な技術的成果物（新製品やサービス）の兆候を示

します。 

o 例：特許情報の技術内容が具体的な製品に結び付けられれば、IR 情

報で示された中長期計画の実現可能性を評価できます。 

(3) 投資判断の精度向上 

• IR 情報だけでは技術的な詳細が分からない一方で、特許情報を加えること

で、研究開発の方向性や競争優位性が把握できます。 

o 例：ある企業が新規分野に積極的に特許を出願している場合、その市

場での成長ポテンシャルや競争戦略を推測できます。 

(4) 一貫性や矛盾の確認 

• IR 情報と特許情報を比較することで、企業の発表内容と実際の活動との一貫

性や矛盾を発見できます。 

o 例：IR では特定分野への集中投資をアピールしているが、特許出願が

少ない場合、アピールが過大である可能性を検討できます。 

 

3. 具体例 

(1) テルモ（Terumo）の事例 

• IR 情報： リーマンショック後も血液事業への投資を継続し、長期的に利益を

生む計画を発表。 

• 特許情報： 血液事業に関連する特許出願を分析すると、新規技術が定期的

に追加されており、IR 情報で示された戦略と一致。 

o 特に 2009 年頃から、特許出願が増加し、事業の核となる技術が発展

していることが確認できる。 

(2) 小松製作所（Komatsu）の事例 

• IR 情報： IoT 技術を活用した「コムトラックス」を標準装備とし、建設機械の稼

働データ分析を通じたメンテナンスモデルを推進。 

• 特許情報： 同時期の特許出願では、IoT に関連する技術が新規分野として多

く含まれており、企業の技術的先進性が確認できる。 
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o 特許から IoT 分野への本格的な取り組みの始まりを把握することで、

先行投資の意図が読み取れる。 

 

4. 注意点 

• 特許情報の読み手のスキル： 特許は専門的な内容が多いため、情報の正確

な読み解きには高度な知識が必要です。 

• IR 情報の不完全性： IR 情報は株主向けに最適化されており、技術の詳細が

省略される場合が多い点に留意が必要です。 

 

5. 活用シーン 

• 企業の投資分析： どの技術分野が成長するかを特定し、成長分野への投資

の適性を検討。 

• 競合分析： 競合他社が特許出願を通じて注力している分野と、自社の計画を

比較。 

• 研究開発の方向性検討： 特許情報を基に自社の研究テーマを設定し、IR 情

報で経営方針に整合性を持たせる。 

特許情報と IR 情報を組み合わせることで、企業の未来を「技術的・経営的」な視点か

ら総合的に予測することが可能となります。このアプローチは、特に投資家や新規事

業開発担当者にとって大きな価値を持ちます。 

4o 

あなた: 

「具体的な事例 小松製作所（Komatsu）：IoT の先駆的導入による建設機械の管理。 

テルモ（Terumo）：血液システム事業を中心とした長期的投資戦略。」をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 
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小松製作所（Komatsu）とテルモ（Terumo）は、それぞれの分野で先進的な取り組みを

行っています。以下に詳細を説明します。 

小松製作所（Komatsu）：IoT の先駆的導入による建設機械の管理 

小松製作所は、建設機械の稼働状況をリアルタイムで把握・管理するために、早期

から IoT 技術を導入しています。2001 年には、建機の位置や稼働状況を遠隔で監視

できる「KOMTRAX（Komatsu Machine Tracking System）」を標準装備し、業界に先駆

けて IoT を活用した建機管理を実現しました。  

インプレス 

さらに、2015 年からは「スマートコンストラクション®」を展開し、建設現場全体のデジ

タル化を推進しています。これは、ドローンによる測量データや ICT 建機の活用を通

じて、施工プロセス全体を効率化し、生産性の向上と安全性の確保を目指す取り組

みです。  

コマツ 

2024 年 5 月には、建設機械向けの遠隔操作システム「Smart Construction 

Teleoperation」を販売開始し、事務所などの安全な環境から建機を遠隔操作できるシ

ステムを提供しています。  

コマツ 

テルモ（Terumo）：血液システム事業を中心とした長期的投資戦略 

テルモは、医療機器メーカーとして血液・細胞テクノロジー事業に注力しています。

2021 年 12 月には、2022 年 4 月から 2027 年 3 月までの 5 年間を対象とする成長戦

略「GS26」を策定し、「デバイスからソリューションへ」というビジョンの下、血液・細胞

テクノロジー事業の強化を図っています。  

テルモ 

また、2022 年 5 月には、血液・細胞テクノロジー事業の位置づけを明確にし、再生医

療や個別化医療の普及に対応するための取り組みを強化しています。  

IRWebcasting 

https://it.impress.co.jp/articles/-/21368
https://kcsj.komatsu/ict/smartconstruction
https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2024/20240521_2
https://www.terumo.co.jp/sites/g/files/qlpvch151/files/migrate_data/pressrelease/data/2021/1216/20211216_J_1.pdf
https://www.irwebcasting.com/20220512/4/583382093e/media/presentation2.pdf
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さらに、2024 年 1 月には、人工血管や血液・細胞事業の運営体制を強化し、高収益

経営を実現するための戦略を推進しています。  

ビジネスジャーナル 

これらの取り組みを通じて、テルモは血液・細胞関連分野での成長を目指し、長期的

な投資戦略を展開しています。 

情報源 

 

 

 

 

 

4o 

あなた: 

具体例 (1) テルモ（Terumo）の事例 IR 情報： リーマンショック後も血液事業への投

資を継続し、長期的に利益を生む計画を発表。 特許情報： 血液事業に関連する特

許出願を分析すると、新規技術が定期的に追加されており、IR 情報で示された戦略

と一致。 特に 2009 年頃から、特許出願が増加し、事業の核となる技術が発展してい

ることが確認できる。をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

テルモ株式会社（Terumo）は、リーマンショック後も血液事業への投資を継続し、長期

的な成長戦略を推進してきました。以下に、IR 情報と特許情報の観点から詳細を説

明します。 

IR 情報：血液事業への継続的投資と成長戦略 

https://biz-journal.jp/company/post_307186.html
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リーマンショック後、多くの企業が投資を控える中、テルモは血液事業への積極的な

投資を継続しました。特に、2011 年には米国の輸血関連大手であるカリディアン

BCT ホールディングスを約 2,152 億円で買収し、血液成分採取装置の製造・販売体

制を強化しました。  

ビジネスジャーナル 

さらに、2022 年 5 月には「テルモの成長戦略における血液・細胞テクノロジー事業の

位置づけ」と題した資料を公開し、血液・細胞テクノロジー事業を中長期的な成長の

柱と位置づけています。  

IRWebcasting 

特許情報：血液事業に関連する技術開発の進展 

特許情報を分析すると、2009 年頃からテルモは血液事業に関連する新技術の特許

出願を増加させています。例えば、2009 年 9 月 7 日に出願された「検査用血液容器

および採血器具」に関する特許（特願 2009-206472）は、検査用血液の採取精度を向

上させる技術として注目されます。  

J-Global 

また、2022 年 3 月には、血液システムカンパニーのプレゼンテーション資料を公開

し、血液関連技術の開発状況や今後の展望を詳述しています。  

テルモ 

IR 情報と特許情報の一致 

これらの IR 情報と特許情報を総合すると、テルモはリーマンショック後も血液事業へ

の投資を継続し、新技術の開発と特許出願を積極的に行ってきたことが確認できま

す。特に、2009 年以降の特許出願の増加は、同社の血液事業における技術革新と

成長戦略の一環であると考えられます。 

情報源 

 

 

https://biz-journal.jp/company/post_307186.html
https://www.irwebcasting.com/20220512/4/583382093e/media/presentation2.pdf
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=201103034492498772
https://www.terumo.co.jp/system/files/document/2022-03/Presentation_161212_MLTP_J_5.pdf
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4o 

あなた: 

(2) 小松製作所（Komatsu）の事例 IR 情報： IoT 技術を活用した「コムトラックス」を

標準装備とし、建設機械の稼働データ分析を通じたメンテナンスモデルを推進。 特

許情報： 同時期の特許出願では、IoT に関連する技術が新規分野として多く含まれ

ており、企業の技術的先進性が確認できる。 特許から IoT 分野への本格的な取り組

みの始まりを把握することで、先行投資の意図が読み取れる。 をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

小松製作所（Komatsu）は、建設機械の稼働データを活用したメンテナンスモデルを推

進するため、IoT 技術を積極的に導入しています。以下に、IR 情報と特許情報の観点

から詳細を説明します。 

IR 情報：IoT 技術を活用した「KOMTRAX」の導入とメンテナンスモデルの推

進 

小松製作所は、建設機械の稼働状況をリアルタイムで把握し、効率的なメンテナンス

を実現するために、IoT 技術を活用した「KOMTRAX（Komatsu Machine Tracking 

System）」を開発しました。このシステムは、2001 年から建設機械に標準装備され、

稼働データの収集・分析を通じて、適切なメンテナンス時期の予測や稼働効率の向

上を図っています。  

コマツ 

さらに、2024 年 10 月 29 日に発表された 2024 年度第 2 四半期決算発表資料では、

IoT 技術を活用したサービスの拡充や、デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

が強調されています。  

コマツ 

https://www.komatsu.jp/ja/ir
https://www.komatsu.jp/ja/ir/library
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特許情報：IoT 関連技術の特許出願と技術的先進性 

特許情報を分析すると、小松製作所は IoT 関連技術に関する特許出願を積極的に

行っており、技術的先進性が確認できます。例えば、2024 年 11 月 8 日に公開された

特開 2024-157599「装軌車両の走行装置、及び、装軌車両」や、特開 2024-157853

「熱交換器」など、最新の技術開発が進められています。  

IP Force 

また、2024 年の特許出願公開件数は 235 件であり、前年の 243 件と比較しても高水

準を維持しています。これらの特許出願には、IoT 技術を活用した建設機械の稼働デ

ータ収集・分析に関連する技術が多く含まれており、同社の技術的先進性と IoT 分野

への本格的な取り組みが示されています。  

IP Force 

IR 情報と特許情報の一致 

これらの IR 情報と特許情報を総合すると、小松製作所は IoT 技術を活用した

「KOMTRAX」を通じて、建設機械の稼働データ分析によるメンテナンスモデルを推進

していることが確認できます。同時期の特許出願においても、IoT 関連技術が多く含

まれており、企業の技術的先進性と IoT 分野への本格的な取り組みが示されていま

す。これらの情報から、同社の先行投資の意図や戦略的な技術開発の方向性を読

み取ることができます。 

情報源 

 

 

4o 

あなた: 

質疑応答の詳細について要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

https://ipforce.jp/applicant-862/publication
https://ipforce.jp/applicant-862/publication
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以下は、ドキュメント内での質疑応答に関する要約です： 

 

質疑応答の概要 

テーマ：特許情報と IR 情報を組み合わせた企業分析や投資判断に関する質問 

質問 1: 投資家は特許情報や IR 情報だけで投資を決定するのか？ 

• 回答: 

o 投資家（特に機関投資家）は、IR 情報や経営陣へのヒアリングを通じ

て得た一次情報を基に判断することが多い。 

o 特許情報は、IR 情報では触れられない技術的な背景や戦略の裏付け

を確認するために使用される。 

o 特許情報が示す内容と IR 情報に一貫性があるかどうかが重要視され

る。 

 

質問 2: 特許情報と IR 情報が一致しない場合の解釈は？ 

• 回答: 

o 一致しない場合、技術開発が表面化していない可能性や、IR 情報が

戦略の全体像を表していない可能性がある。 

o 例えば、IR 情報では強調されない分野に特許出願が多い場合、それ

が新規分野の探索や競合牽制の意図を持つケースもある。 

 

質問 3: 特許情報が IR 情報よりも優れる点は？ 

• 回答: 

o 特許情報は企業の現場から出される一次情報であり、研究開発や新

規技術の方向性を直接示す。 

o IR 情報に含まれない具体的な技術内容や、発明者・組織の情報が得

られる。 

o 企業がどの技術領域で競争力を高めているかが明確に把握できる。 
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質問 4: 特許情報以外の知財情報（意匠・商標）も分析するのか？ 

• 回答: 

o 必要に応じて意匠や商標も分析対象とする。 

o 業界や企業によっては、意匠や商標が競争優位性を支える主要な要

素となる場合があるため、特許情報と併せて検討することがある。 

 

質問 5: 投資家が知財情報に注目し始めた背景は？ 

• 回答: 

o IR 情報や財務情報だけでは得られない技術的裏付けを求めるように

なった。 

o 知財情報開示の推進（ガバナンスコード改正など）も一因。 

o 特許情報は投資先の将来性を評価する際に、技術的な優位性や成長

分野を見極めるための有効な指標となる。 

 

質問 6: IoT や医療分野での特許情報の具体的な活用例は？ 

• 回答: 

o IoT 分野（小松製作所）: 

 特許情報から IoT 技術の導入が早期に行われていることを把

握し、事業モデルの進化を確認。 

o 医療分野（テルモ）: 

 血液関連特許の出願を通じて、研究開発の方向性と投資戦略

の一致を検証。 

 

質疑応答を通じて、特許情報と IR 情報の統合的な分析が投資や事業戦略評価にお

いて重要であることが強調されました。また、具体的な分析手法や実例が紹介され、

知財情報を活用する意義についても明確化されました。 

4o 
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